
（６）農業生産構造の改革

若年新規就農者は近年、増加傾向にある

○ 平成28年の新規就農者数は６万150人となり、うち49歳以下の若手新規就農者は2万2,050人と
36.7％を占める

○ 「2023年に40代以下の農業従事者を40万人に拡大」する目標が掲げられる中、49歳以下の新規
就農者数は３年連続で２万人を超えており、近年、新規雇用就農者が増加傾向となっている

○ 将来の担い手として期待される40代以下の若い就農者は、２万人前後で推移。近年、新規就農
施策の効果により新規参入者が大幅に増加

49歳以下の新規就農者

（新規就農者数（平成28年）） （就農形態別の推移）
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（７）農業生産構造の改革
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（８）農業生産構造の改革
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（９）農業生産構造の改革

常雇い人数は10年間で倍増し、このうち44歳以下が５割弱

資料：農林水産省「農林業センサス」（組替集計）
注：法人経営体は、法人の組織経営体のうち販売目的のものであり、一戸一法人は含まない。

法人経営体の常雇い人数と年齢構成

○ 平成27年の常雇いを雇い入れた法人経営体数は1万1,707、法人経営体における常雇
い人数は10万4,285人と、いずれも10年間で倍増

○ 法人経営体における常雇いのうち、44 歳以下の割合は47％で若い農業者の受皿と
して大きな役割
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４．食文化・食産業の
グローバル展開
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（１）食文化・食産業のグローバル展開

2050年における国内外の食に関する市場規模の推移
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人口減少、高齢化に伴い、
国内の市場規模は縮小の可能性

1億2,600万人
（1995年）

1億2,670万人
（2017年）

9,800万人
（2050年）人口

83兆円
(1995年)

76兆円
（2011年）

飲食料の
マーケット規模

農産物貿易額
4,400億ドル
（約42兆円）
（1995年）

・ 日本の農林水産業GDP（2016年）
世界10位

・ 日本の農産物・食料品輸出額（2016年）
世界45位

1兆4,000億ドル
（約136兆円）

（2013年）

農業総産出額 10.4兆円
（1995年）

9.2兆円
（2016年）

20年前 現在 2050年

人口 57億人
（1995年）

76億人
（2017年）

97億人
（2050年）

＋28％

国内

世界

▲23％

14.5％
（1995年）

27.8％
（2017年）

高齢化率
（65歳以上の割合）

生産農業所得 4.6兆円
（1995年）

3.8兆円
（2016年）

飲食料の
マーケット規模

（主要国）

－ 340兆円
（2009年）

農業就業人口 414万人
（1995年）

182万人
（2017年）

耕地面積 504万ha
（1995年）

444万ha
（2017年）

680兆円
（2020年）



（２）食文化・食産業のグローバル展開

海外で日本の「食」が注目されている

35

66.3%
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出典：ジェトロ「日本食品に対する海外消費
者意識アンケート調査」（2014年3月）を基
に作成
出典：日本貿易振興機構調査（2014年3月）
※複数回答可、回答者数に対する回答個数の
割合。（自国の料理は選択肢から除外）

●訪日外国人観光客が「訪日前に期待していたこと」（全国籍・地域、複数回答）
１位 「日本食を食べること」（69.7％）出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」平成27年度年次報告

●外国人が好きな外国料理
１位「日本料理」（66.3％）出典：日本貿易振興機構調査（2014年3月）

※複数回答可、回答者数に対する回答個数の割合（自国の料理は選択肢から除外）

●地方の多様な食への期待 訪日外国人が日本の地方旅行でしたいことは、
「温泉・自然観光地訪問」（57％）に次いで、「郷土料理を食べる」（52%）

出典：株式会社日本政策投資銀行・公益財団法人日本交通公社 アジア８地域・訪日外国人旅行者の意向調査
（平成27年度版）

好きな外国料理（６ヵ国全体結果）

好きな外国料理の１位は「日本料理」

日本食ブーム
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農林水産物・食品の輸出額の推移

農産物 林産物 水産物

7,451

１兆円

平成31年
2019年

1兆円平成31年の輸出額１兆円達成を目指す

7,502

＋7.6％
（対前年比）

703

平成29年
2017年

2月

(1,290)(1,151)

＋12.0％
（対前年同期比）

46
403

5,505
6,117

8,071

（３）食文化・食産業のグローバル展開
平成29年の輸出額は前年比7.6％増加となり５年連続で増加

農林水産物・食品の輸出額の推移

資料：財務省「貿易統計」を基に農林水産省作成

○ 我が国の農林水産物・食品の輸出は、平成25年から５年連続で増加し、平成29年輸出実績は8,071億円
○ 平成30年１－２月の輸出実績は、1,209億円で対前年同期比12.0%の増加
○ 農林水産物・食品の輸出額１兆円目標に向けて取組を進める
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